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 HiZ-GUNDAM衛星は、ガンマ線バーストの探査・即時追観測を行い、「初期宇宙探査」と「重力波天文学
の推進」を実現することで、「タイムドメイン天文学」と「マルチメッセンジャー天文学」の進展に貢献するこ
とを目指している。HiZ-GUNDAM衛星に搭載される可視光・近赤外線望遠鏡には、可視光検出器と近赤外線検
出器の２つの検出器が搭載されるが、Canon LI3030SAMが搭載される可視光検出器の候補の１つとなっている。
HiZ-GUNDAM衛星の目標とする運用年数は 3年となっており、この運用期間に LI3030SAMが宇宙空間での高
エネルギー粒子による放射に耐えうることができるかを試験するため、LI303SAMに対する放射線試験を行なっ
た。電源をOFFにした状態の LI3030SAMに対して、軌道上の 0, 0.5, 1, 3, 5年に相当する放射線を照射した結
果、LI3030SAMは 5年相当の放射線照射後も多少の性能劣化はあったものの、健全な状態を維持したため、放射
線試験はクリアした。健全なピクセルがバッドピクセルになる確率は 1年間相当の放射線照射あたり約 0.5％で
あった。本発表では、LI3030SAMに対する放射線試験前後の性能比較について報告する。


